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奉仕を
1983-'84年度国際ロータリーのテーマ

を

みんなにロータリーを一一-みんなに奉仕を

●あなたのクラブを通じてー

　新会員を増やし、現会員を確保することによって：　新クラブのスポンサーとなることによって：　国の内外を間わず人々

　により多くの奉仕をする意欲を持たせるような創造のフログラムを立案することによって：　地区大会に出席するクラブを

　増やすことによって：　あなたの年度の新しい目的、目標を設定しそれにクラブの役員および会員の協力を得ることによっ

　て：　年度末にクラフの全会員を対象として、あなたの目的、目標をどの程度実現できたのかを評価する反省会を開くこと

　によって。

●あなたの職業を通じて

　ロータリーの奉仕の理想を掲げ、推進することによって：　青少年のための職業情報および職業指導を強調することによっ

　て：　職業上の接触を通じて会員増強を奨励することによって；　新しい奉仕フロジェクトを始めることによって。

●地域社会のフロジェクトおよび活動を通じて

　地域の人々、特1こ障害者、高齢者、麻薬常習の青少年、身体的精神的問題を抱えた青少年、困窮者、孤独な人々、に奉仕す

　ることによって：　新たな奉仕フロジェクトを始めることによって：　新ローターフクトもしくはインターフフクト・クラブ

　を提唱することによって：　地域社会にロータリーは人々のことを思いやり、奉仕していることを知らせること1こよって。

●国際奉仕を通じて一一‥

　国際理解、親善、平和を真に推進、向上させるようなロータリー・フログラムおよび諸活動、俣えぱ､ロータリー財団､３－

　Ｈフログラム、国際共同委員会、青少年交換、その他の国際ロータリーの各種奉仕フログラムにクラブガ巷加することを積

　極的に奨励することによって：　新しい国際奉仕フロジェクトを始めることによって：　あなたのクラブを助け、奉仕の輸

　を広げることによって。
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ロータリーを指導される親愛なる皆さん：

　ロータりーは、人々への奉仕に通じる大いなる道であります。ロータ

リアンの方々がよく御存知のように人々に奉仕する最上の道は、自ら政

ちllがれるように助けることです。そうすることによって、ロータリア

ンは、ひとたびこうと決心したならば、自分たちの地域社会、職業、既

Ｗを今までと違ったものにすることかできます。私達はいったん目標を

決めたなら、必ずこれを成しとげ、時にはこれを超えることすらありま

す。私達は地域社会に、また、このlt界に援助の手を求める人々がいる

時には、少しでもお役に邨｡ちたいと努めます。

ロータり一･クラブのあるところ、人々の生活は改善され、また16111します。

　あなたがたのロー｡ﾀりー・クラブは、個々のロータリアンに内在する

奉仕の力を発揮させる牽引11{であります。個々のロータリアンはロータりーを必要とし、ロータリーは口

－タリアンを必要としています。多くの人々を会員にすることによって、今までにロータり一が成しとげ

た非常に大きな実績を何倍かに増大することかできます。だからこそ私は、みんなにロータりーを広める

ことを要請しているのです。あなたかロータりーを広める時、あなたは人々に奉仕しているのです。この

　lつの||標は相携えてliii進するものです。どちらも欠くことはできません。しかし、人々に奉仕するため

には、みんなにロータリーを広めなければなりません。そこで私は本年度ロータリーの指導者として、あ

なたがたに　一人でも多くの人をロータリーに人会させるよう努力して下さいとお願いします。あなたの創

意を生かしてドさい。時の､武紬を経た方法、新しいアイディアを活用してﾄ'さい。‥層多くの人をあなた

のクラブに迎えてドさい。ロータりーは、老若をIlljわず、あらゆる有用な実業および専門職業に携わる人

を必要としています。そうすることによって、誰であろうと、何処であろうと　一人でも多くのニーズに応

えられるのです。

　本年度か大きな成果をあげる年であることを希望します一一一一仝員増強に、地域社会の発展に、職業活動

の充実に、国際的発展に。私達には牽引車かあります｡-‥一ロータリーのブIログラムという牽引車が　　さ

ればこそ私達の人道的目標が実現できるのです。しかしながら、みんなに奉仕するというこの目標を達成

するには、JtにT･を携えてロータりーのプログラムを推進する多くのロータリアンを更に必要とします。

さあ皆さん、みんなにロー｡夕りーを、みんなに奉什を。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　&心心心､｡｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウィリアムE.スケルトン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1983－'84年度　国際ロータリー会長

「みんな1ごロータリーを　みんなに奉仕を」は、

会員増強というチャしンりと人々への奉仕とい

う二つの意味を持つテーマです。このチャレン

ジに聖り組み､「ロータリーを分がち角う」こと

によって、ロータリ7フンとロータリー・クラフ

は「人々に奉仕すること」ができるのです。

1983－’84年度会長賞フログラムは､ロータリー･

クラフ会長にこのチャレンジを特別な方法で提

起司るものです。会長賞は、R.|｡会長と地区ガ

ノ1ナーガ署名し、次の目標を満たしたワラフ会

長|こ贈られることになっています：

１．みんな|ごロータリーを

　下記のいずれが一つの目標を満たすこと：

　Ａ．･次の目標|こ従って、あなたのクラブの純

　　　会員増を達成することー

　　　　クラブの規槽　　純会員増

　　　　15名以下　　　　　１名

　　　　16－25名　　　　　２名

　　　　26－35名　　　　　３名

　　　　36－65名　　　　　４名

　　　　66名以上　　　　　５名

　Ｂ．新ロータリー・クラフのスポンサーとな

　　　ること。
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